
国
土
交
通
省
は
、

2
0
1
た
C
I
M導
入
の
優
位
・
適

I
M
の
試
行
は
、

3
月
初
日
工
事
と
調
査
・
設
計
業
務
の

4
年
度
に
C
I
M
(
コ
ン
ス
正
も
整
理
す
る
。
に
聞
か
れ
た
「
C
I
M制
度
試
行
に
取
り
組
む
。
詳
細
設

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ

C
I
Mは
、
ロ
i
臼
年
度
検
討
会
」
で
は
年
度
試
行
事
計
付
き
工
事
に
つ
い
て
は
、

メ
i
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ザ
ン
グ
)
の
2
カ
年
で
、
直
轄
事
業
の
業
計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
発
注
者
が
試
行
案
件
を
指
定

を
直
轄
の
詳
細
設
計
付
き
工

••• 

‘

・

i
‘

事

で

試

行

す

る

考

委

。

調

宇

田

支

十

寸

仁

吾

で

式

手

査
・
設
計
業
務
と
工
事
で
の
さ

H
玄
生
」
日
三
日
本
'
コ
百
司
V
1
1
4
J

一号
2

・

詩
情
出
初
計
胤
何
灯
阿
国
交
省

C
I
M
導
入
効
果
を
検
証

が
高
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

詳
細
設
計
付
き
工
事
で
の
試
う
ち
、
調
査
・
設
計
業
務
切
だ
o
U年
度
は
工
事
段
階
で
す
る
「
指
定
工
事
」
と
す
る

行
に
新
た
に
取
り
組
む
。
こ
件
、
工
事
四
件
(
う
ち
指
定
の
C
I
M
の
導
入
効
果
を
検
こ
と
を
念
頭
に
、
対
象
工
事

れ
ま
で
の
試
行
の
結
果
を
検
工
事
6
件
)
で
試
行
し
た
。
証
す
る
と
と
も
に
、
目
的
と
を
選
考
す
る
見
通
し
だ
。

証
し
、
費
用
対
効
果
を
合
め
詳
細
設
計
付
き
工
事
で
の
C

対
象
を
明
確
に
し
て
新
た
な
制
度
検
討
会
で
は
C
I
M

導
入
に
向
け
た
制
度
面
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
お

日
の
会
合
で
は
、

3
D
モ
デ

ル
を
活
用
じ
た
契
約
に
つ
い

て
、
現
行
の
製
図
や
電
子
納

品
の
基
準
が
対
応
し
て
い
な

い
こ
と
を
今
後
の
課
題
に
挙

げ
た
。
ま
た
、

3
D
モ
デ
ル

か
ら
の
数
量
算
出
は
、
精
度

が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
、
現

行
の
数
量
算
出
基
準
の
適
用

を
拡
大
し
、
業
務
・
工
事
で

の
利
活
用
拡
大
を
図
る
方
向

性
を
示
し
た
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐車
8.静岡
u).建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
16.建設工業

P タ)平成26年少月 3 日~朝7 ・

CsUser0
建通新聞


